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大坂合総局は大阪大学の前身と目される大波医学校と連川践して、明治初年に設立され、その創立にヨたっては適紘一との人脈もうかがえる。
本一向復局は、きわめて短命な足跡を伐して消えて行ったが、
つ
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ける自然科学研究の出発と、大故の近代化の股史を考察する上で無視することができない存夜である
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五月、大阪淡の川問、追手筋(大手通)に匝した京協
日一僻定帯展数跡(現在の大間以府庁公的問の南凶向い側) 開校された即化学専門の高等教脊機関であっ
教頭としてオランダ人ハラタマ同
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戸、が迎えられ、化学、物羽化学会}主とする講義が行なわれ
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口宿はフランス語由来の化学を意味するオランダ語の
ZSU
の氏
で「せいみ」と呼ばれ、
したがって舎筏局とは理化学校の意味であ
る。第一一一高等学校間窓会の建てた「合宿局枇一の碑に」民一一使過者不忠此地為関一内近代学術濫鰯之処」とあるように、会筏局は維新涼後に問凶において最も早く聞かれた凶欧自然科学の本格的教育をめざしたや
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校であった。
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明治の科学教育・研究に
与えた影響は直妓的ではなかったけれども、ふ一日徳間周とハ一ブタ?を通じて導入された源洋の新しい理化学思想は多くの青年迷を後にこの分野に向かわせる動機となり、
わが国'リ然山門学の近代化に来たした役割は
大きいと考えねばならない。
一時臥ふげん
背景の
合出同局が大阪に開校されるに至った背景には幕末のわが悶のおかれた状況と、明治維新の動乱とが深くかかわって て、長崎における促学伝留にその源を発すると見てよ 。長崎においては交政六年(一八一一一一一)に来日したシ!ボルト可・吋・〈・∞山由ぴOH内山が鳴瀧川叫
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開いて日本人に問洋学術の考え方を教授して以来、
代々の来日オランダ医達によって、
よび自然科学の伝習が続け
られていた。嘉永六年(一八五…一一)のペリ!の浦賀米航は幕府の自覚を促し、安政
に洋学一州が設立され、
」れが
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調所となって、
の気速が漸くおまりつつあった。
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民安政四年(一八一ム七)に、
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2円山町門〈。。門付が長崎に米朝し、幕府民官の松本良朔と謀って、精持部、
J食生一昨を開設し、ここにはじめて近代的な学校の形態をとった学教育が始まる。
方、理化学教育に関しては、
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またボンベの後任者ボードイン〉・円切さ含芯も養生所
において化学教育を行なっていたことが 先年長崎で
つけることが
できた一千石義男氏所蔵「合街学伝問見 銀
L
によって明らかとなった。
このボ
iドインが医学校とは加に児化学専門の教育機関を併設すべき
ことを幕府に
したことが発端となって、慶応二年(一八六六)に紡
得館内に分析究理所が設立されることに た。この場合分析とは化
究裂は物別のな味である。
」の分析究盟所にわが閣には絞初の班
化学専門教師としてオランダより招聴されたのが、
ハラタマであっ
ハラタマはこの年四月長崎に到若し 直ちに分析究理所で辺化学の業・古川開始した。昨年筆者、がオランダの一ブイデンにおいて発見したハラタマのよって、分析究班所の様子が新しくわかってきた。この
現在一ブ
イデン
ブォス教授犬人をわずらわして翻訳出叩である。
それによる
と、当刊の養生所は現在の長崎市佐古小学校校庭付近にあ 、
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りなっていた。設も大きい第一械は病院と薬局で、第一一様は間十人ばかりの学生の宿舎、新築の第三僚が分析究理所に当てられていた。
V」
の分析究盟一昨の建物は長方形平屋で、府間にベランダがめぐらされた
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外観はなかなか立派で、長崎湾の眺望もよかったという。内部は中央に廊下が通り、両側に
つ配ぼされてい
は二十五歳から
四十歳までの
で、常時十五、六人を数えたが、そのほとんどは
オランダ認を抑併せず 中に読解力のある者はあって 会話は部郊であった。
ハラタマは毎日午後三時半より五附十五分まで講義を行なった。の人がその講義を日本語に通訳した。この通訳、を行なったのは
後述する一一一崎噺輔でなかったかと推鵬する。
この年九月、
ハラタマは始めて
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八日間でやめったが、おそらくこの時に既にハラタマの江戸招聴の話が出たであろう。
幕府は恕化学教育の必要性を痛感して、文久一五年(
八六一)には蕃書調所内に精錬所のちに化や局と改名された化学教育機関を設誼し、川ムホ挙民、続川市策、
捌河春一二らをして
その教授に当たらせていたが、務渋 調一昨が附成所となった後もその生徒数は郎、
五名を出、ず、その設倣もまことに設弱なものであった。
このような状況で、オランダから長崎へ来ている理化学専門教的のハラタ?を江戸に招き、本場の脱化学教育を実地に行なわせよう 考
えたのも当然であったといえる。
それには帰国直前のボードインが長
的奉行能勢頼之に建議して 長崎の分析究理所の組織をハ一ブタマとと
も
の開成所に移すことを強くすすめたことが動機となっ
ぃ肘も行き詰まっていた矧成所の自然科学部門の打解策としてこのをとり上げたのが真の経粋であるといわれてい
その問の事情はっ会償問川創立之起源井禰米之記録」(第一一一高等学校同
窓会絞)には次のように述べられている。
「政府(幕府)復タ許多の保械なり文し大に之(長崎分析究明刷所における思化試験等の教授)を盛にせんとす。乍然原と長崎は凶偶の僻境にして天下之市一日生魚笈の使山忠
LO
故に東京に於て比二学な興隆すベし
と命降り一広々」と。
それにしてもまだ鎖国のたてまえが続いている慶応二年に、川桃山川の中心地の江戸に外人教師を定伎させて、洋学研究の推進をはかろうとした幕府の計画は却化学の領域に限らず兵例の消置で、以初にし 役後の心事部となった。
ハ一ブタマがvじ
のために公的を出帆したのは腔応一一
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一月二十四日であった。
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ハラタマは一戸版文海、佐藤尚中、
輸を伴い、一一月二日横浜詩、利一一一日江戸に入った。その後の一年以との期間、
においてハラタ
γがどのような活腕をしていたかは定か
でないが、後に述べる実験昨 パの榔包を江戸では聞かなかったというC1
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の本協的な活動には入っていなかったと思われる。
幕府はハラタマを迎えて、開成所山内に「壮大の
の
を始め、
十月頃にはほぼ落成し、受慶応四年(一八六八)
]?
ょうとしていた。しかしその年十月の大紋奉還に続いて、間年 月に
には開講式を挙げ
は鳥羽伏見の戦、
mm月には新政府市が江戸に攻めとり、騒然たる中に
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一日三
の乱が始まる。このようにして、招聴した幕府
自身が崩壊したのであるから、
ではハ一ブタマは為すすべがなかっ
たと思われる。
ハラタマ自身は幕府というよりは本政府に雇用されたという意識な
持っていたであろうし、当州のオランダ
の日本滞在期間は五年か
ら仁年が通例であって、この刈ハ一ブタマはまだ米朝後一一年を'経過しただけであったから、
ハラタ円、との契約は明治新政府が引き継ぐベ
き状況にあった。
構想と建築
以上述べたように、新政府は維新の政変によって生じた外人数附処
過の問題の速やかな処即を迫られた。この頃
ハラタマと同僚のオ一フ
ンダ涯で後に大波医学校に勤めるボ!ドインも維新の難を避けて長崎を立ちのいて
時上海で待機していた。
慶応凹年(一八六八)六月に新政府の参事で外悶副知事の小松帯刀が、
同じく参与の大坂府知事後藤象次郎と謀って、
「制収化二学は富強の抜一
を為す
L
から、江戸川洲成所内の却化学校を大阪に移して湾建をはかる
べしと右大陸一一一条実情去に
し
大阪の地が選ばれた朗自には二つの状況があったと推測される。つは鳥羽伏見の戦が終わった直後
月二十三日に、大久保利通から
大阪選都論のな が出された。こ 被選都論を先取りする形で、合衛局を大阪に新設するという計紛が進められた ではなかろうかという推測が時期的 十分考えられる。
しかし七月には東京選都の
発せられ、十月に明治天皇は東京に移られてしまう。他の理由は舎密局と併立される医学校と合わせて、この計的を抗進した人々が、直段 間接 緒方洪胞の流れを汲み大阪に関係が
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男を伴って大阪に到着した。
が多かったということである。むしろ原動力にこのことにあり、ボ
i
ドインとハラタマを
大阪によんで、長崎の結得館、
舎密局立地苦1-間際i
分析究迎所の構想を一挙に拡大して、
日本最初の総合大苧
を創立 ようとした欧州からの帰朝組の企部が新政府の
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政者達を動かしたのではなかろうか。
ハラタマは舎常局建設計阿
が出た後、
いくばくもなく江
ちに小松、後藤とともに用地を物色し、
一円を発ち、一一一崎哨輔、問中芳
雄大で、
空地となっていた前述の幕府の用地、京橋口御定番屋敷跡と舎
J術局の
は当時にしてはている。これは 建設地と定めた。御用係問中芳男が書き残した合目結局のな地計両閣を
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に一市す。図ーは原鴎をトレースしたものである。
この計画閣の位置の同定については後に詳しく触れるが、この構想
の
m
中芳男、か慶応
しかもフランス式造図形式の影山畑山を受け
(一八六六)のパリ万国防
覧会に出品掛として渡欧した附に発していると思われる。
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に欧州惚学中の緒方惟準(緒方洪路の出品、大坂医学校校炎とた )、松本録太郎(松本良順の息、あ悶筏局大助教となる)も柏会し、相関 おけ 総合大
学建設を哲い合ったというのが緒方鮭次郎氏の推測である。この一一一名
36 
はたがいに縮減関係で結ばれていた。
この
の位置から荷数百メートルの鈴木町に同時に医学校の数
地が予定され、あわせて広大な総合大学用地としようとしたと思われる。しかしながらその計画図の中、舎密局本館とハ一ブタマ住宅、校の建物は実現したが 問中の構想した合密局周辺の回避式庭閥、民観場などの造営は夢に終った。金口密局本館の建築工事は用地選定後直ちに、明治元年(…八六八)十月間日に起工し、十一月十八日に上棟式を終わって、翌年一月に完成の予定であった。十月大坂府より次のような布告が発せられた。此度追手前に於て新大学校御取 に相成、ふ一同省術を初め英学、仏学、前医学、数学、法学等学術御開ニ相成候ニ付、諸諜ニ而稽古望之者有之候は
L大坂府に河市中出候。治当時御普請ニ付、米一二四月頃より
稽古初始り一付申候閥、日限之儀者、追而御布告和成可申侠さらにこの御布告案の末尾には次の一項も見える。一、大学校の外、病院も近々御取立に相成候附、医術修業致度政者も追々月山中山除。
日限之儀は是亦追而御布告相成候心不
民十月
大坂的
しかしこれより前、大阪選都の夢 消え、明治新政府が東京において
々一体制を回一めつつあった過程で、大坂合密局は当てにしていた政
出からの財政媛助を得られず、さりとて大阪府管轄にするとの的♂瞭沙汰もなく、関係者も大いに倒感する事態となった。土械式が終わった建築工事も諸職人が次第に減って、
工事中止の憂日止を見るに石川った。
もともと後藤府知事の発議で出発した事情があるから、後藤を通じて攻向川こ
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J山中し立てを行なったがらちがあかず、頼みの後藤も知事を
免ぜられる いうことになり、絶体絶命の窮地に立ち来って、
ハラタ
マもその違約を大 に責めた。最後に止むを得ず、
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左衛門の阿御用係が上京して底接岩倉具視らに訴えた。その結果、うやく翠年二月二十五日に奈って、
っ改而、合街局諸事、教顕其外諮職員総て坂府(大坂府)管結の命」
が下った。それによって工事再開、一一一月末に諸工 が完了した。
三月四日、新装成ったハラタマの居宅に、大坂出川権判事問調寺雪江、
助教一一一崎晴輔、御用掛問中芳男、同一平間助左衛門が集まり、沼肴をととのえてつブタマを饗応し、たがいにその
を密めて成功を祝し
悔
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jわしかし、合桜局の財政は決して潤沢なものではなく、三月から十二
月迄毎月二百両ときめられ、準備金として五百両が一 月に出たが、れは十カ月分合計二千附の内金で、
四月より五カ月間州に毎月百河づっ
返済すべしという厳しい事情であった。
府引い者は昭和五十五年九月、オランダにおいて八一ブタマの子孫ホフトマン〈
O四円
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氏所蔵の
一十葉を発見した。
」れはハラタマが口氏
崎および大阪滞在中に阪彩し、オランダに持ち帰っ
であった。
この中に
A一日街局(口絵写哀)およびハラタ
γ住宅(口絵市千五)の写真が合
まれていた。これまで合宿局の錦絵は知られていたが、会館局当時の
? ?
建物および幻のハラタマ住宅の写真は今回はじめ 見つかったのであるに川州みにホブトマン氏の
にはこのほか大坂医学校の功労者エル
メレンス(リ・】・即日包口出の和服姿、長崎出鳥、大阪天神橋、松山島等幕米から明治初年にかけての興味ある日本の風景写真が多数含まれていた。ホフトマ 氏は私にこれらの写真を提示された後、同席されてい
よ
た一ブイデン大学フォス教授夫人の斡旋で直ちにそ すべてをライデンの民段階物館河川下回目
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に寄贈された。
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位置の
前述した一三品開窓会の寸会衛局枇」ならびに大阪府教育委員会の
側、大櫛の樹の下に建てられている。「史院本一口察局跡」の二基の石碑が馬場町交叉点を谷町に下る本町通北
しかしこの場所が適当でないことは戒に昭和十四年に緒方鮭るの次
良[5
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)の中で筆者が位置考誌を
行った方法を紹介する。それ
写真 1
は
枚の十はい
(写真
lJ
が
軸となって現存の大阪城千貫憎(凹争心れれの右後方にわずかに屋根が見える)と過去 会街局本館の建物(写真の左側に段恨の
大坂若手筏防9.:37 
日建物が会常時本館で、
にコ
ることができたのである。これま荷主式決好八討手法こ萄依jRuff
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大奴ífJS1長湯玉F-iî努図
されてい 「大阪可薬場市庁
と称する写真であった。
しかもこの位院関係を証明するつ司薬場平田岡
L(
図
2、間郎
区I 2 
問問の細川総は与一以に蒋現しにくい
の
で
トレースした
)4
ゼ
高資料中に見つけることができた。この 央のコの字型の
正副に見える教師館であった。
の正方形に近い建物がっ羽庁小川」の
の右下
の写真は
側から左上方に向かって撮った写真である。以上の関係が紛らかとなったので大阪城千賀栴が写真
1
の角度と距隣で見える位授は現夜の大
阪府本館 南側、大手通に聞する近畿管区開設問局分館の場所でなけれぃ。した、がって、ばならないことを確証すること できた。詳しくは拙稿を参照された
の位泣を一市す記念碑二基は現犯の本町通から
大手通へなるべく早い機会に移されることを関係各伎に切望する。
J五
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式
開
前述のように明治
一一月にはふれ衡問の新築工事は完了したが、開
校を設えて大蔵大輪大限一一山一一信は当分の問、
A出向密局には器械等を装寵ぜ
88 
ず、算学や測量学の講義に止めるべきであるという訟を立てた。出発早々の新政府に実験を伴う理化教育は財政負抱にたえないことを恐れたのであろう。
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分析鑑定と調査活動
ふれ省局およびそれに続く理学校においては、
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化学教育のかたわら
近諮各地よりもたらされた種々の物質の化学分析にも応じ
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ば、明治問年五月二十二日には京都府より蕗野郎鳴沌村産出の燃炭の鑑定依願、同年七月十五日には軍事病院より有馬温泉の成 分析 依頼を受けている。前者の宛先は理学校、後者は糸川口
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児学校と変わった後の明治四年頃まで」般にはふ行
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滋賀県より荷役郡日野山付近
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f糸口街防御用関」に記録されている。
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月、御用係の問中芳男と平間助左衛
の明治
門の尚名の名で次のような意見書、か提出された。それによると、 常品では化学の他に児学も講究してい 、その教育内容は宏隙であるに、吋引に舎筏(化伊)局と呼ぶのは偏閣不適当であるから、化学、成学を包括した博物館と改称したい 引白かれていた。
そして五月三十六日
には東京の大学より会館局を以後梨学校と改めるべしと 達示があっ、
-o
ネーが
これより前、
明治二年九月には、品目街局についで大坂洋学校が天満
川崎旧営繕可庁跡に創設されていた。この洋学校開設にははじめに述ベた総合大学僧恕とは異なる現実的な事情が伏在していた。何礼之助
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の挫叫一一口設によると、ふ一口街局は折角開校されたけれども生徒の数も翠々で、まだ日本全体 即化学の広一礎教育制度が整っていないから、教授するハラタマも気の蒜で血 や 端絡を説くに止まっている。
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7
・
名一胤われ い が その中のブルベッキが東京の土地になじま いで闘っている。このフルベッキ念大阪のハ一ブタマと交待させてはどうか
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大阪は東京に対比される
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将米は学術なども十民間的立し校行す
るであろうが、
今は商売の土地で欠運開化ははるかに東点に劣ってい
るから、
まず大阪の地に抗日一地教育の洋学校を開設すべきであるという
であった。
ゐ同街局が欧州の尚皮の科学教育の実現を志すきわめて朗組長花的た
構想から生まれたのに対して、洋学校の設立は実利的な現悦への
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ら発していたと見ること かできる
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このハ一フタ?とフルベッキのい父山内
は実現しなかったが、間弘中心んはこの何礼之助の
の方向に進んでいっ
た。洋学校の生徒数は日を追って期加 、明治三年間十月に 川崎より大手前の埋学校横に必成した新築校舎に移り 大坂開成一切と改祢された。そして埋学校はこの間成所に合併されて、開成一町内分間町となり、山川日特も大坂府より大学所管と変わる。
この年十二月にハラタマは契約期間が満了し、オランダへ対附する
ことになる。合街路開校の日の理想はその一年半後に早くも後退を余犠なくされ、
ハラタマはその変転を目のあたりに見て失怠の中に日本
を去ったことであろう大助教松本錘太郎もハ一ブタ
γ帰関と同時に舎街局を辞任し、再度欧
州留学の途にとる。前四の留学先はオランダであったが、今度は北日仏戦争勃発直後のプ口シャのベルリンへ赴き、有機化学の大家ホフマン〉-Jそ・〈・同氏尽きロ教授の研究室に入った。
松本銑太郎は出幕府奥詑
部松本良順の長引刀で、欧州の地で有機化 専攻の道を歩んだ最初の日本人化学者であったが、ドイツ滞在七年後に下肢脱椛にかかり、明治十一年帰国して翌年亡くなった。
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また合滋局部設の功労者、御用係問中芳男も、別仕学校が開成所移管
ときまった附に辞任 東京に去った。
問中はその後博物学に精通して、
駒場農学校開設に尽力し、後大日本山林会会長、大日本盟会-舶問、同水産会顧問などを燦証して民族院議員に缶ぜられた。
もう一人の大助教主的鴫輔も同時に閉店学校を辞し、東京に出て大学
い沢校大助教となるが、明治六年五月十五日、郷里一筒井 結婚後急死すマQO
二十六段。足羽山鑑安蓮寺に「欠舛院殿前正七位目下郎尚之
之墓」が現存する。
このようにして明治三年の米には、ふ一日密昂発足当
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はすべて大阪を去って四散してしまう。大坂開成所はその 文部省所管となり、母通高等教育の内鳴を充引火させ、
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後、改訂されてつ照学日記」と
の一一本として
川円刊された。
山川リ間五年七月にはま
たな学制がきめられ、大波開成一的は
とともに第間大学区第一系山中川子校と改称された。
さらにその年十月に
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正則中学之規則川刊し以校一…付、
m学校校ニ変則生数段之儀吋致廃止
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来て、大阪における合常局以米の用化学専門教育は還に
w}
の附点で廃止されることになった。
」の時間
リッテルはふ入販を去り、
設された東京開成学校に移って鉱山学を教授し
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しての人虫、か高かったが、
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明治六年、大坂出成学校はまた開明学校と改称された。川開明学校は
さらにその後、大坂外国語学校、大坂英語学校、大坂専門 校、大以小学校、大学分校など十八年間に十二出の 名の改称という目安ぐるしい変還を経て、明治十九年第三日川等中学校となった。そして明治づ十‘.年八月には遊 大阪の地を断れて京都に移転し
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校?となったのである。
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幕末から維新にかけての変動期のさなかに、
わが関の近代化に肢も
前一一嬰であった即化学の高度の専門教育を目的に、
大阪に創設されたれ行
浴局は、
その余りにも知かい運命にもかかわ
わが闘の科学教脊
の出発に与えた投訴の大きさと、
その後の科学研究に及ぼした彩枠の
泌さについて再認識されてしかるべきと思われる。
本筋においては紙
数の剖係で、そのふ担問密局 果 した頁献 、与え 波紋について詳しく触れることができなかっ 。合宿局の設なの経緯の中で、適紘一および大収阪学校と点接間岐にかかわり合いを持っていたこと ついてはそれぞれのところで述べた通りであるが、日以後に大阪大学の誕生とも不思議必併で結ばれていたことを紹介して箔をお 。
それは明和六年、大阪帝関大学創立の的の初
代総長長阿平太郎はふが池山崎の後'身の大坂英語学校、
つづいて大収専門
学校に学んだ生徒であったことであ 。総合大学建設の拶はふ一口償問以米六十一二年の い伏流の後に の同はじめて実現した。
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一十周年を迎えた大阪大学高葉旅行之会
大阪大学高梁旅行之会委員
小森真幸
大阪大学高架旅行之会は、戦後程無く、犬養孝先生(当時大阪大学教
患の講義に魅せられた学生迷が、
先生と共に数十名で、高架の故地
その後、昭和二十六年四月の
を歩いていたのが発展したものである。旅行 第一一回と定め、以来、年五、六開のべ
l
スで脈々と続けられ、
昭和四十五年三月、犬養先生停年退官 時には、
一問、参加人数
は延べ
万八千名に達していた。先生制御岳身は、退官と同時に、鴎業
旅行の歴史にも終止符が打たれると思っておられたようだが、曲折はあったも の
の熱心な要望によって現在も以前と同じベ
i
スで
続けられ、大阪大学が、五十周年を迎えた昭和五十六年、大阪大学高業旅行之会は 時あたかも三 周 を迎え、参加人員は三万人止を超えょうとしている。この継続期間といい、参加人員といい、他には例
また、訪れた高梨故地は、近談一円はも
とより、北陸、山陰、九州 遠くは壱岐 対馬にまで及んで る。見ないのではな だろうか。
初期のワ一ブ半紙数枚の泊まりがけの旅行のパンフレットを見ると、ぷホニ合必携ノコトし
勺費用、壱千円
L
などとあり、
まさに時代の流
れを感じさせる。しかし、このように時代が変わっても、依然、高浜旅行は歩くことが主体であり それが又、のめり込む魅力と表哀 なしている。旅行によって、高業への実地に却し 理解を深めるばかりでなく、学部、年令を越えた学生間 友情と親陵のみ もはかり知れないものがある。
このようにユニークな寓業旅行が、犬養先生の御健康と共にいつま
でも続くことを心から祈っている。
。頁、民業旅行の記録、参山附山)
大担え会主語}司Eと47 
